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の直線に引きのばし
0 0 0 0 0 0 0 0 0
キルケゴールの思想Anschauungを体系的に叙述しようとす
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が不徹底であったこと
（2） キェルケゴールに関するデンマーク語資料の検討
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に欠けていたこと、
（4） 中でもキェルケゴールにおける宗教性、就中、キリスト教的なものの根




0 0 0 0 0 0
を欠いていたこと
これを要約すれば、キルケゴールが「デンマークのキリスト教的思想家
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作業がなされ、
かくて最後に」キルケゴールに対する「批判をもった評価
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and Poul Müller, Kbh: C. A. Reitzels Boghandel, 1980, pp. 11-18.
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活用することの必要性について」『哲学・思想論叢』（34）, 2016, 1-14頁． 
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